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　 4月26日㈯、郷土資
料館で『べこもち作り
とお話の会』が行われ
ました。
　参加した親子の中に
は初めてべこもち作り
を体験する子どもも多
く、自分で作ったべこ
もちを食べることを楽
しみに、笑顔で白玉粉
や砂糖蜜などを混ぜて
こねる作業をしていま
した。

おいしくできたかな

2014.6
NO.764

１、GooglePlay・AppStoreから
　　無料アプリ
　　「junaio」を
　　ダウンロード

２、必ずこのQRコード
　　をスキャン

３、左上の「広報のぼりべつ」
　　ＡＲ動画マークにスマー
　　トフォンをかざす 2014.6

NO.764

スマートフォンで
動画を再生できます



　

『
登
別
こ
い
の
ぼ
り
マ
ラ
ソ
ン
』
は
、

昭
和
50
年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
の
36
年
間
、

登
別
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
主

催
に
よ
り
、
毎
年
5
月
5
日
の
『
こ
ど
も

の
日
』
を
中
心
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市

民
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
よ
り
、
参
加
者
の
減
少
が
続
い
た
こ

と
か
ら
、
平
成
24
年
か
ら
は
登
別
市
子
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
に
加
え
、
登
別
市

体
育
協
会
、
一
般
財
団
法
人
登
別
市
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
、
登
別
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
会
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
お

に
ス
ポ
な
ど
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
を
中
心
に
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
自

動
タ
イ
ム
計
測
の
実
施
な
ど
、
よ
り
ス
ポ

ー
ツ
性
を
高
め
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
・
25
年
に
実
行
委
員
会
が
開
催

し
た
大
会
で
は
、
平
成
23
年
に
引
き
続
き
、

川
上
公
園
か
ら
鉱
山
町
方
面
へ
向
か
う
道

道
を
コ
ー
ス
に
し
ま
し
た
が
、
迂
回
路
が

無
い
こ
と
か
ら
交
通
規
制
が
で
き
ず
、
ラ

ン
ナ
ー
は
歩
道
と
路
肩
の
み
の
走
行
と
な

っ
た
ほ
か
、
コ
ー
ス
の
高
低
差
が
激
し
く
、

ラ
ン
ナ
ー
へ
の
負
担
が
多
い
こ
と
な
ど
が

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
が

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
が

集
ま
り
大
会
を
運
営

集
ま
り
大
会
を
運
営

ラ
ン
ナ
ー
の
安
全
確
保

ラ
ン
ナ
ー
の
安
全
確
保

や
負
担
が
課
題

や
負
担
が
課
題

特集　特集　市民の力でまちを元気に市民の力でまちを元気に
第39回登別こいのぼりマラソン第39回登別こいのぼりマラソン
　子どもの健全育成や市民の健康増進を目的に、昭和50年に始まった
『登別こいのぼりマラソン』。今年は『大会を登別の一大イベントに』
との関係者の思いから、市営陸上競技場を発着点に中央町や富士町な
ど市内中心部を走り抜けるコースに変更し、 5 月11日㈰に約400人の
ランナーが参加して開催されました。
　今号は、大会の成功を目指し、準備や当日の沿道整理などに、さま
ざまな団体に所属する市民約260人が協力した『第39回登別こいのぼ
りマラソン』の取り組みを紹介します。
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近
年
、
健
康
志
向
の
高
ま
り
か
ら
マ
ラ

ソ
ン
を
楽
し
む
方
が
増
え
、
た
く
さ
ん
の

ラ
ン
ナ
ー
が
ま
ち
を
駆
け
抜
け
て
い
ま
す
。

　

西
胆
振
地
域
で
は
、
伊
達
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
や
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
よ
う
に

全
国
規
模
に
成
長
し
た
大
会
も
あ
り
、
冷

涼
な
気
候
や
、
登
別
温
泉
、
カ
ル
ル
ス
温

泉
な
ど
の
宿
泊
地
の
あ
る
登
別
で
も
大
き

な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
、
市
民
が
力

を
合
わ
せ
て
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
、
『
登
別
こ
い
の
ぼ

り
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
』
は
、
大
会
の

あ
り
方
の
議
論
を
重
ね
、
単
な
る
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
大
会
の
理
想
像
を

掲
げ
ま
し
た
。

　

市
民
に
大
会
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ラ
ン

ナ
ー
へ
の
応
援
を
通
し
て
大
会
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
、
平
成
26
年
の
大
会
は
市
街
地

を
通
る
コ
ー
ス
へ
の
変
更
を
決
定
し
、
実

行
委
員
会
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

登
別
で
も
本
格
的
な

登
別
で
も
本
格
的
な

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

01 ． 3 ㌔㍍の部の参加
者約110人が、土煙を
上げながら市営陸上
競技場を一斉にスタ
ート。
02 ．早朝から受付会場
を訪れる参加者（左
03 ．開会式で準備体操。
04 ．スポーツ関係団体
がみそ汁を無料で振
る舞い、参加者をお
もてなし。
05 ．登別太鼓による勇
壮な太鼓の演奏が、
マラソンスタートに
華を添える。

）。

① 

全
国
か
ら
ラ
ン
ナ
ー
が
集
い
、
登
別

温
泉
や
カ
ル
ル
ス
温
泉
に
宿
泊
す
る

②
地
場
産
品
の
販
売
や
Ｐ
Ｒ
を
行
う

③ 

幼
児
や
親
子
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

コ
ー
ス
も
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
、

レ
ベ
ル
の
方
が
参
加
す
る

④ 

大
会
に
多
く
の
市
民
や
企
業
が
関
わ

る

02

01

03

04 05
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幌別駅

総合体育館
市営陸上
競技場

青葉小学校
道央自動車道

コープ
さっぽろ

5km折り返し
3km折り返し

スタート

10km折り返し

　

実
行
委
員
会
に
は
、
市
も
協
力
し
、
市

街
地
を
通
る
コ
ー
ス
の
道
路
の
交
通
規
制

を
行
う
た
め
、
警
察
や
バ
ス
会
社
と
の
協

議
、
交
通
規
制
周
知
看
板
の
設
置
、
参
加

者
の
募
集
な
ど
、
開
催
日
が
近
付
く
に
つ

れ
、
準
備
作
業
を
加
速
さ
せ
ま
し
た
。

　

5
月
11
日
㈰
の
大
会
当
日
は
、
好
天
に

も
恵
ま
れ
、
多
く
の
市
民
が
運
営
だ
け
で

は
な
く
、
沿
道
整
理
や
ラ
ン
ナ
ー
へ
の
給

水
な
ど
に
協
力
し
て
大
会
を
支
え
、
ラ
ン

ナ
ー
は
沿
道
か
ら
市
民
の
声
援
を
受
け
な

が
ら
、
全
員
無
事
完
走
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
は
40
歳
の
と
き
に
始
め
、
30

年
以
上
に
な
り
ま
す
。
『
登
別
こ
い
の
ぼ

り
マ
ラ
ソ
ン
』
に
は
、
転
勤
で
登
別
を
離

れ
て
い
た
13
年
間
を
除
き
、
第
１
回
か
ら

毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

川
上
公
園
か
ら
鉱
山
町
方
面
へ
向
か
う

昨
年
ま
で
の
コ
ー
ス
も
好
き
で
し
た
が
、

今
回
の
市
街
地
を
通
る
コ
ー
ス
は
、
沿
道

か
ら
多
く
の
方
の
声
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
頑
張
っ
て
完
走
し
よ
う
と
気
が
引

き
締
ま
り
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
、

声
援
は
本
当
に
う
れ
し
く
、
車
の
通
行
を

心
配
す
る
こ
と
な
く
登
別
の
市
街
地
を
楽

し
く
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
営
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と

き
に
は
、
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
が
大
会
を

盛
り
上
げ
、
ラ
ン
ナ
ー
の
背
中
を
押
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
完
走
を
目
標
に
、
こ
の
大

会
に
参
加
し
た
い
で
す
ね
。

市
街
地
を
駆
け
抜
け
る

市
街
地
を
駆
け
抜
け
る

初
の
コ
ー
ス
が
実
現

初
の
コ
ー
ス
が
実
現

こ
れ
か
ら
も
完
走
を

目
標
に
参
加
し
た
い

第39回登別こいのぼりマラソン　コース

市内から10㌔㍍の部に参加

本
ほん

間
ま

 清
きよ

一
かず
さん

09 07 06

0810

06 ．らいば公園前を通過する
ランナー。
07 ．沿道からランナーに声援
を送る市民。
08 ．市営陸上競技場に『登

と む

夢
くん』（右）と『えんまく
ん』が登場。参加者と触れ
合う。
09 ．10㌔㍍の部の参加者は、
市営陸上競技場のトラック
を 2周しコースへ飛び出す。
10 ．市営陸上競技場で400㍍
幼児の部がスタート。家族
と一緒に笑顔で走る。
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好
天
に
も
恵
ま
れ
、
大
会
を
無
事
終
了

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
内
外
か

ら
参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
に
、
観

光
都
市
・
登
別
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
登
別
の
市
街
地
を
走
る
コ

ー
ス
で
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
目
標
に

こ
れ
ま
で
準
備
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
実

現
の
た
め
に
は
道
路
の
交
通
規
制
が
必
要

で
、
警
察
や
バ
ス
会
社
の
協
力
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
何
よ
り
市
民
の
皆
さ

ん
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
と
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
や
町
内
会
、
学
校

な
ど
、
実
に
多
く
の
団
体
が
準
備
か
ら
運

営
ま
で
担
い
や
り
遂
げ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、

そ
う
多
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
改
善
点
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
成
果
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
市
民
が
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
は
も
と
よ
り
、
学

校
や
町
内
会
、
市
内
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
が
協
力
し
て
実
現
し
た
『
第
39

回
登
別
こ
い
の
ぼ
り
マ
ラ
ソ
ン
』
。

　

参
加
者
は
昨
年
か
ら
倍
増
し
、
市
外
か

ら
の
参
加
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
将
来
は
、
登
別
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
市
民
だ
け
で
は
な

く
全
国
か
ら
参
加
者
が
集
う
マ
ラ
ソ
ン
大

会
に
」
と
の
思
い
を
ひ
と
つ
に
、
実
行
委

員
会
は
、
来
年
以
降
も
さ
ら
に
多
く
の
団

体
・
企
業
・
市
民
が
参
画
す
る
全
市
的
な

大
会
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
市
民
が
こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識

や
経
験
な
ど
の
力
を
合
わ
せ
る
取
り
組
み

は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
成
功
だ
け
で
は
な

く
、
ま
ち
の
元
気
や
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
思
い
が
結
集
し
た
大
会
に
、
皆

さ
ん
も
運
営
へ
の
協
力
や
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
に
感
謝

市
民
の
力
を
合
わ
せ
て

市
民
の
力
を
合
わ
せ
て

ま
ち
の
元
気
と
活
性
化
を

ま
ち
の
元
気
と
活
性
化
を

登別こいのぼりマラソン
に関する問い合わせは　

社会教育
グループ
☎88１１２９
思85９７４４

Ｅメール：syakyou@city.
 noboribetsu.lg.jp

登別こいのぼりマラソン
実　行
委員長　髙

たか

橋
はし

 一
かず

栄
え
さん

111316

12

14

15

11 ．ランナーが次々にゴール。
12 ． 3 ㌔㍍親子の部の表彰式。
笑顔を見せる参加者。
13 ．給水所の運営を担当する
登別青嶺高校ボランティア
同好会の生徒。
14 ．ゴールしたランナーに水
を手渡す幌別中学校の生徒。
15 ．ウォーキング・ノルディ
ックウォーキングの部の参
加者。
16 ．表彰式では、幌別中学校
吹奏楽部の生徒が生演奏で
入賞者をたたえる。
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国民健康保険税のお知らせ
平成26年度の納税通知書を 6月中旬に郵送します

問い合わせ
国民健康保険グループ
（☎85１７７１）

本年度の税率は、昨年度から変更ありません
区　分 医療給付費分 介護納付金分 後期高齢者医療支援金等分

税率など 計算方法 税率など 計算方法 税率など 計算方法

A所得割 8.3％
各加入者の【平成25年
中の所得－33万円】の
合算×8.3％

2.5%
40歳以上65歳未満の各
加入者の【平成25年中
の所得－33万円】の合
算×2.5％

1.8%
各加入者の【平成25年
中の所得－33万円】の
合算×1.8％

B均等割 2万6,000円 世帯の加入者数×
2万6,000円 5,200円 40歳以上65歳未満の加

入者数×5,200円 3,800円 世帯の加入者数×
3,800円

C平等割 2万5,000円 1 世帯当たりの定額 5,800円
40歳以上65歳未満の方
がいる 1世帯当たりの
定額

4,000円 1 世帯当たりの定額

課　税
限度額 51万円 12万円 14万円

合　計
A＋B＋C

＝医療給付費分合計 ①
A＋B＋C

＝介護納付金分合計 ②
A＋B＋C

＝後期高齢者医療支援金等分合計 ③
①＋②＋③＝ 1年間の国民健康保険税額

※国民健康保険税は、国民健康保険の財政状況に応じて、毎年税率などの見直しを行っています。

国民健康保険税の納め方　※納付には、口座振替が便利です。
１．納付書（普通徴収）　２．口座振替（普通徴収）　３．年金からの天引き（特別徴収）
年金からの天引きとなった場合でも、申し出により口座振替に変更できます。

すでに年金から
天引きされている世帯

これからも年金からお支払いいただきます。
※納付方法変更の申し出をした場合は、口座振替で納めていただきます。

まだ年金から
天引きされていない世帯

①天引きの対象となる年金の受給年額が18万円未満の方
②介護保険料との合計額が、天引きの対象となる
　年金受給額の半分を超える方
③世帯主が国民健康保険に加入していない世帯
④65歳未満の国民健康保険被保険者がいる世帯
⑤世帯主が年度内に75歳になる世帯

⑥ 4月 1日までに世帯主が65歳になった世帯で、上記①～⑤に該当しない場合
9 月末納期（第 4期）分までの保険税は、納付書または口座振替で納めていただ
き、それ以降は10月（偶数月）に支給される年金から天引きが始まります。
※納付方法変更の申し出をした場合は、口座振替で納めていただきます。

上記以外の世帯
※ 4 月 2 日以降に国民健康保
険に加入した世帯など

年金からの天引きが始まるまでは、納付書または口座振替で納めていただきます。
※加入時期などにより、年金からの天引きの開始時期が異なります。

特別徴収の額
＜すでに特別徴収となっている場合＞

特別徴収（仮徴収） 特別徴収（本徴収）
4 月 6 月 8 月 10月 12月 2 月

本年度の税額が決定する前は、仮算定された税額（前
年度 2月と同額）を徴収します。

税額決定後、年間税額から仮徴収分を差し引いた額を
徴収します。

＜年度途中から特別徴収を開始する場合（10月から開始の例）＞
普通徴収 特別徴収（本徴収）

1 期（ 6月） 2期（ 7月） 3期（ 8月） 4期（ 9月） 10月 12月 2 月

年間税額のおおむね半額を 4回に分けて、これまでどおり納
付書または口座振替で徴収します。 残りの半額を年金から徴収します。

⇒
納付書または
口座振替で納
めていただき
ます。

6 国民健康保険税のお知らせ
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耐震診断に補助金を交付します

登別市住宅改良促進特別融資をご利用ください

　市は市内の一定規模の建築物や、木造住宅の耐震診断の実施に要する費用の一部を、建物所有者に対
し補助します。補助金を受けるためには、市が定めた要件を満たすことが必要です。

　市は、市民の住環境向上と市内関連産業の振興のため、住宅の改良を行う方を対象に、低
利で融資を行っています。

▼申込期間　 6月 2日㈪～16日㈪

▼主な条件・補助額

▼  申込方法　補助を希望する所有者は、建築住宅グループ備え付けの意向確認書に必要事項を記載し提
出してください
※意向確認書提出時に図面などを持参願います。
※予算額を超える申し込みがあった場合は、選考を行います。
※申し込みが予算額に届かない場合は、その後随時申し込みを受け付けします。

▼問い合わせ　建築住宅グループ（☎85４３９９）

新エネルギー関連改良 金利 年１.20％（固定）

住宅のバリアフリー改良 金利 年１.75％（固定）

住宅の増改築や改修 金利 年１.95％（固定）

　平成25年度から金利が低くなり利用しやすくなりました
（従来の金利：1.75%）。
• 太陽光発電設備（太陽電池を利用して電気を発生させる設
備）
•風力発電設備（風力を発電に利用する設備）
• 太陽熱利用設備（太陽熱を給湯や暖房、冷房などの用途に
利用する設備）
• 雪氷冷熱利用設備（雪や氷の冷熱を冷蔵や冷房などの用途
に利用する設備）
　※雪や氷は、冷凍器を用いて生産したものを除く。
• 燃料電池（燃料電池を利用して電気を発生させる設備）
 など

•床の段差解消
• 出入り口や廊下の幅員確保

•手すりの設置
•浴室や洗面所の改修工事
 など

•住宅の増築
•住宅の全部・一部建て替え
•屋根のふき替え
•内・外装の張り替え
•塗装

•浴室の改修
•その他住宅本体の修繕
•住宅設備の取り換え
•植樹・造園工事
 など

●対象　次の全てに該当する方
• 本人または家族が所有する住宅である
こと

• 20歳以上の方で市内に住所を有するこ
と

•市税を滞納していないこと
•安定した収入があること
• 市内に本社や支店のある建設業者など
により工事すること

• 取扱金融機関が指定する保証の措置を
講じられること

※ 詳しくは取扱金融機関にお問い合わせ
ください。

●限度額　300万円
● 保証措置や保証料　金融機関の定めに
よる

●担保　原則無担保
●融資期間　10年以内
●償還方法　元利均等月賦返済
※ボーナスの併用もできます。
● 申込方法　登別・室蘭市内の室蘭信用
金庫、北海道銀行、伊達信用金庫、北
洋銀行、北海道労働金庫で受け付け
問い合わせ　商工労政グループ

（☎85２１７１）

補助対象費用の 3分の 2（限度額200万円）

【一定規模の建築物に対する補助】
• 耐震改修促進法で定める特定既存耐震不適
格建築物であること
• 昭和56年 5 月31日以前に着工した建築物で
あること
• 建築基準法その他関係法令に違反がないこ
と
•市税の滞納がないこと

耐震診断に要する費用の 3分の 2（限度額 5万円）

【木造住宅に対する補助】
•一戸建て住宅または併用住宅であること
•地上 2階建て以下の在来軸組工法であること
•所有者（個人に限る）が居住する住宅であること
• 昭和56年 5 月31日以前に着工した住宅であること
•建築基準法その他関係法令に違反がないこと
•市税の滞納がないこと

低利の融資で
自宅の改良が
行えます！

7 耐震診断に補助金を交付します
登別市住宅改良促進特別融資をご利用ください
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4
月
24
日
㈭
、
千
歳
町
〜
登
別
温
泉
町
の
道
路

で
『
春
の
観
光
道
路
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
』
（
登

別
観
光
協
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
作
戦
は
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
運
動
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
、
観
光
事
業
者
や
市
職
員
な
ど
約

300
人
が
市
を
訪
れ
る
観
光
客
に
気
持
ち
よ
く
滞
在

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
沿
道
の
ご
み
を
拾
い
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
可
燃
ご
み
640
㌔
㌘
・
不
燃
ご
み
330

㌔
㌘
の
ほ
か
、
家
電
製
品
や
廃
タ
イ
ヤ
な
ど
が
収

集
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
観
光
道
路
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

ま
ち
の
美
化

▲沿道のごみを拾うクリーン作戦の参加者

　

4
月
23
日
㈬
、
市
役
所
で
『
電
話
帳
と
市
民
便
利
帳
の
合
冊
版
贈
呈
式
』
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
道
内
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
24
年
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

㈱
と
の
協
働
で
、
行
政
情
報
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
た
『
の
ぼ
り

べ
つ
市
民
便
利
帳
』
と
電
話
帳
『
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
＆ア

ン
ド
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
室
蘭
地
方

版
』
の
合
冊
版
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

合
冊
版
の
制
作
は
今
年
で
3
回
目
。
制
作
費
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱

が
負
担
し
て
、
約
2
万
7
千
600
部
を
発
行
し
ま
し
た
。
5
月
中
に
市
内
全
世
帯
・

事
業
所
に
配
布
さ
れ
た
ほ
か
、
市
役
所
と
各
支
所
の
転
入
手
続
き
窓
口
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

市
民
便
利
帳
で
は
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
や
歴
史
な
ど
の
ほ
か
、
宮
城
県
白
石
市
・

神
奈
川
県
海
老
名
市
と
の
『
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
』
に
つ
い
て
紹
介
し
、
両

市
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

電
話
帳
と
市
民
便
利
帳
の
合
冊
版
贈
呈
式

電
話
帳
と
市
民
便
利
帳
の
合
冊
版
贈
呈
式

道
内
初
の
取
り
組
み

３
年
目
に

▲完成した冊子

▲贈呈式で完成した合冊版を披露

　

4
月
24
日
㈭
、
市
民
会
館
で
『
家
庭
菜
園
講
習

会
』
（
市
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

講
師
を
務
め
る
胆
振
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

普
及
指
導
員
が
、
野
菜
作
り
の
基
礎
知
識
や
上
手

な
作
り
方
を
説
明
し
、
参
加
者
は
お
い
し
い
野
菜

を
作
ろ
う
と
、
真
剣
な
表
情
で
メ
モ
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
の
米よ

ね

澤ざ
わ

カ
ツ
子こ

さ
ん
は
「
毎
年

な
か
な
か
う
ま
く
育
ち
ま
せ
ん
。
今
年
は
成
功
さ

せ
た
い
の
で
、
プ
ロ
か
ら
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
お

う
と
参
加
し
ま
し
た
。
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

家
庭
菜
園
講
習
会

今
年
は
上
手
に

で
き
る
か
な

▲熱心に耳を傾ける参加者

4
 24

4
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▲ドッジボールで交流を深める子どもたち

5/
3～5

　

4
月
28
日
㈪
、
市
内
2
カ
所
目
と
な
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
『
わ
か
く
さ
』
の
竣
工
式
と
開
所
式
が
若
草

町
の
同
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
日
常
生
活
に
常
時
介
助
が
必
要
で
あ

り
、
家
庭
で
の
生
活
が
困
難
な
要
介
護
１
〜
5
の
方
が

入
居
す
る
施
設
で
、
『
登
別
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
』
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉
法

人
友
愛
会
が
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　

全
室
が
個
室
で
、
定
員
は
100
人
。
各
部
屋
に
洗
面
設

備
、
共
用
設
備
と
し
て
各
階
に
キ
ッ
チ
ン
や
冷
蔵
庫
な

ど
が
備
え
ら
れ
、
5
月
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

5
月
3
日
㈯
〜
5
日
㈪
、
キ
ウ
シ
ト
湿
原
で
『
ミ
ズ　

バ
シ
ョ
ウ
観
察
会
』
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ウ
シ
ト
湿
原
・

登
別
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
3
日
間
で
計
94
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
１
週
間
ご
と
に
異
な
る
花
が
咲
き
、
湿

原
の
魅
力
を
何
度
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
近こ

ん

藤ど
う

純じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん
は
、
「
こ
の
よ
う
な
観
察
会
が
あ
る
こ
と
を
最
近

知
り
、
何
度
か
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
び
に
新

し
い
発
見
が
あ
り
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
」
と
観
察
会

の
魅
力
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
観
察
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
『
わ
か
く
さ
』
開
所

キ
ウ
シ
ト
湿
原
の

魅
力
に
触
れ
る

市
内
2
カ
所
目
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
が
オ
ー
プ
ン

▲植物についての説明を聞く参加者

▲ キッチンやソファなどが備えられた共用スペース

4
 28

　

5
月
13
日
㈫
〜
17
日
㈯
、
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
で
『
通

学
合
宿　

み
ん
な
で
学
ぶ
子
ど
も
村
』
（
市
主
催
）
が

開
催
さ
れ
、
青
葉
・
富
岸
・
若
草
・
鷲
別
各
小
学
校
5
・

6
年
生
の
児
童
48
人
が
、
4
泊
5
日
の
合
宿
に
臨
み
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
が
共
同
生
活
を
し
な
が

ら
学
校
に
通
う
こ
と
で
自
主
性
や
協
調
性
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
21
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
日
中
、
学
校
へ
通
い
、
夕
方
か
ら
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に
学
習

活
動
、
自
然
体
験
、
食
事
作
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

通
学
合
宿　

み
ん
な
で
学
ぶ
『
子
ど
も
村
』

生
き
る
力
を

身
に
付
け
る

5/13
～17

9 東　奔　西　走



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
17
回

　

毎
年
、
山
菜
採
り
に
出
掛
け
た
方
が
遭

難
す
る
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

遭
難
者
の
多
く
は
山
菜
採
り
の
経
験
者

で
あ
り
、
た
と
え
毎
年
入
っ
て
い
る
場
所

で
あ
っ
て
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

　

山
菜
採
り
を
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と

を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
山
菜
採
り
を
す
る
と
き
は
…

• 

家
族
に
行
き
先
と
帰
る
時
間
を
知
ら
せ

る
• 

気
象
情
報
を
確
認
し
、
悪
天
候
の
場
合

は
中
止
す
る

• 

通
信
手
段
と
な
る
携
帯
電
話
や
非
常
食
、

防
寒
着
を
必
ず
携
行
す
る

• 

単
独
で
の
入
山
を
避
け
、
2
人
以
上
で

声
を
掛
け
合
い
位
置
の
確
認
を
す
る

• 

入
山
場
所
の
地
形
を
よ
く
確
か
め
る

• 

崖
や
急
斜
面
な
ど
の
危
険
な
場
所
に
は

近
づ
か
な
い

• 

服
装
は
白
や
黄
色
な
ど
の
目
立
つ
色
を

着
用
す
る

山
菜
よ
り
も
大
切
な
『
あ
な
た
の
命
』

山
菜
よ
り
も
大
切
な
『
あ
な
た
の
命
』●

遭
難
し
て
し
ま
っ
た
ら
…

• 

む
や
み
に
歩
き
回
ら
ず
、
雨
、
風
や
夜

露
に
当
た
ら
な
い
場
所
で
救
助
を
待
つ

• 

笛
な
ど
を
吹
い
て
自
分
の
位
置
を
知
ら

せ
る

●
家
族
の
方
は
…

　

警
察
や
消
防
へ
の
通
報
が
遅
れ
る
と
、

捜
索
が
難
航
し
て
救
助
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
必
ず
行
き
先
と
帰
宅
時
間
を

確
認
し
、
帰
宅
時
間
に
戻
ら
な
い
と
き
は
、

警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

レインボー体操C
ク ラ ブ

LUB
　

『
レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
』

は
主
に
水
中
で
の
運
動
を
通
し
て
脳

と
体
を
鍛
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
16
年
に
発
足
し
、
今
月
で
10
周
年

を
迎
え
ま
す
。
当
初
2
人
だ
け
だ
っ

た
会
員
が
現
在
は
24
人
に
ま
で
増
え
、

毎
週
日
曜
日
の
17
時
30
分
か
ら
、
市

民
プ
ー
ル
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

「
水
中
で
は
、
体
に
あ
ま
り
負
担

を
掛
け
ず
に
効
果
の
高
い
運
動
が
で

き
ま
す
。
つ
ま
ず
い
て
転
倒
す
る
心

配
も
な
い
の
で
高
齢
の
方
も
安
心
し

て
運
動
が
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
代
表
の
荒あ

ら

川か
わ

倫み
ち

子こ

さ

ん
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
関
節
の
痛

み
が
あ
る
方
や
体
が
う
ま
く
動
か
な

い
方
の
ほ
か
、
妊
娠
中
の
方
が
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
体
操
は
筋
肉
に
効
率

よ
く
負
荷
を
掛
け
て
い
く
メ
ニ
ュ
ー

で
、
一
人
一
人
の
体
力
に
合
わ
せ
て

マ
イ
ペ
ー
ス
に
取
り
組
め
る
内
容
な

の
で
、
運
動
が
苦
手
な
方
も
楽
し
く

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

膝
の
痛
み
を
感
じ
始
め
た
7
年
前

か
ら
活
動
に
参
加
し
て
い
る
坂さ

か

本も
と

た

つ
え
さ
ん
は
、
「
歩
け
な
く
な
っ
た

ら
困
る
と
思
い
運
動
を
始
め
ま
し
た

が
、
今
は
毎
週
こ
こ
で
仲
間
と
会
い
、

一
緒
に
運
動
し
て
、
会
話
を
す
る
の

が
楽
し
く
て
通
っ
て
い
ま
す
。
水
の

中
で
は
心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
運
動
を
継
続
す
る
う
ち
に
、

ひ
ざ
の
痛
み
は
気
に
な
ら
な
く
な
っ

た
そ
う
で
す
。

　

見
学
を
希
望
す
る
方
は
荒
川
さ
ん

（
☎
090

－

9
7
5
7

－

8
3
1
8
）

ま
で
。

▲水中での運動の様子

マイペースに取り組むこ
とができる水中の運動で
体の機能を維持

過去３年間の
遭難事故発生件数

山菜採り遭難事故
注意啓発看板

平成25年度　 3件
平成24年度　 4件
平成23年度　 7件
（うち死亡１人、
　行方不明１人）

問
い
合
わ
せ

 

室
蘭
警
察
署（
☎
46
０
１
１
０
）
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▲ 手湯の雨よけ用やぐらに色を塗っ
ている勝間さん

　

「
完
成
し
た
手
湯
を
見
て
、
『
登
別

は
温
泉
の
ま
ち
』
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
登
別
温
泉
と
玄
関
口
・

登
別
駅
を
つ
な
ぎ
、
観
光
客
の
皆
さ
ん

を
心
か
ら
歓
迎
す
る
、
私
た
ち
市
民
の

お
も
て
な
し
の
気
持
ち
を
表
す
シ
ン
ボ

ル
の
よ
う
な
存
在
に
し
た
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
で
話
す
勝
間
広
靖
さ
ん
。

　

勝
間
さ
ん
が
手
湯
の
設
置
を
考
え
た

き
っ
か
け
は
、
平
成
24
年
5
月
に
登
別

駅
を
発
着
に
運
行
さ
れ
た
『
Ｓ
Ｌ
み
な

と
室
蘭
号
』
で
し
た
。

　

「
『
Ｓ
Ｌ
み
な
と
室
蘭
号
』
の
運
行

日
、
登
別
駅
や
周
辺
が
た
く
さ
ん
の
市

民
や
観
光
客
で
大
い
に
に
ぎ
わ
う
の
を

見
て
、
登
別
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
前

や
登
別
駅
前
に
あ
る
鬼
の
像
を
見
て
も

ら
う
だ
け
で
は
な
く
、
触
れ
て
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
も
の
を
つ
く
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
同
じ
頃
、
か
つ
て
登
別
駅

周
辺
に
あ
っ
た
旧
国
鉄
官
舎
で
フ
ン
ベ

山
か
ら
湧
く
冷
泉
を
風
呂
水
に
使
用
し

て
い
た
話
を
聞
き
、
ま
ち
の
活
性
化
の

た
め
に
も
冷
泉
を
活
用
で
き
な
い
か
、

商
店
会
の
仲
間
と
相
談
を
始
め
ま
し
た
。

手
湯
を
き
っ
か
け
に
、
冷
泉
も
地
域
の

身
近
な
観
光
資
源
と
の
意
識
が
高
ま
り
、

地
域
住
民
同
士
の
絆
も
強
ま
り
ま
し
た
」

と
、
勝
間
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
で
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
汗
を
流
す
勝
間
さ
ん
。
東
京
で
の

生
活
を
経
て
ふ
る
さ
と
登
別
に
戻
り
、

市
民
の
人
情
深
さ
や
活
気
な
ど
に
触
れ
、

ま
ち
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
す
。

　

「
市
民
が
抱
く
ま
ち
へ
の
熱
い
思
い

を
肌
で
感
じ
、
将
来
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
自
分
も
何
か
で
き
な
い
か
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
ま
ち

づ
く
り
の
夢
は
、
子
ど
も
た
ち
と
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
手
を
つ

な
い
で
仲
良
く
歩
き
、
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
は
仕
事
を
通
し
て
ま
ち
を
盛
り

上
げ
る
、
元
気
な
ま
ち
を
実
現
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
自
身
も

楽
し
み
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
ま
ち
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
、
力
を
込
め
て
話
す
勝
間
さ
ん
。

　

市
民
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
気
持
ち
を

表
す
シ
ン
ボ
ル
に

元
気
な
ま
ち
の
実
現
を

目
指
し
て

勝
かつ

間
ま

広
ひろ

靖
やす

さん（登別東町）
　 4月26日㈯、ＪＲ登別駅前で、登別商
店会が登別市商店街活性化支援事業補助
金を利用して整備した手湯『鬼っ子ゆ～
くん堂』のオープニングセレモニーが行
われました。
　この手湯は、登別商店会が同駅周辺の
にぎわい創出と観光の一助とすることを
目的に、登別港町のフンベ山から湧く水
温18～20度の冷泉を活用し、新たな観光
名所となるよう整備したものです。
　登別商店会副会長の勝間広靖さんに、
手湯整備のきっかけや、まちづくりへの
思いを聞きました。

楽しみながら、まち
の活性化に取り組ん
でいきたい

昭和52年、登別市生まれ。36歳。
日本工学院北海道専門学校を卒業後、上京し、電気関連企業
に就職。平成12年、登別市に戻り、飲食店を経営する傍ら、
『登別青年会』や『登別商店会』の副会長を務めるなど、積
極的にまちづくり活動に関わる。
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

雇
用
・
労
働

く
ら
し
と

住
ま
い

　

野
焼
き
を
発
見
し
た
場
合
、
次
の

こ
と
を
分
か
る
範
囲
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

•
発
生
日
時
、
頻
度
、
場
所

• 

焼
却
し
て
い
る
廃
棄
物
の
種
類
、

煙
の
色
、
臭
い

•
野
外
焼
却
行
為
者
に
関
す
る
情
報

問
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

• 

石
を
投
げ
た
り
、
大
き
な
音
を
立

て
た
り
し
な
い

• 

庭
な
ど
に
蜂
が
集
ま
ら
な
い
よ
う

に
、
早
め
の
草
刈
り
を
心
掛
け
る

問
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

分
所
登
別
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内 

自
己
分
析
や
求
人
情
報
の
集
め
方
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
管
理
方
法
な
ど

定
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申 

6
月
13
日
㈮
ま
で
に
登
別
職
業
訓

練
協
会
（
☎
85
1
4
5
0
）

一
般
住
宅
の
『
蜂
の
巣
駆
除
』
を

行
っ
て
い
ま
す

狂
犬
病
予
防
注
射
は
済
ん
で

い
ま
す
か
？

第
１
回
無
料
就
職
セ
ミ
ナ
ー

〜
明
日
に
向
か
う
ル
ー
ト
づ
く
り
〜

 

（
全
6
回
開
催
予
定
）

市
職
員
は
軽
装
で
執
務
し
ま
す

野
焼
き
・
野
外
焼
却
は

や
め
ま
し
ょ
う
！

外
国
人
旅
行
者
向
け
消
費
税
免
税

制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

小
型
は
か
り
の
定
期
検
査
を

行
い
ま
す

幌
別
ダ
ム
の
サ
イ
レ
ン
や
放
送
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

蜂
の
巣
を
発
見
し
た
と
き
は
、
市

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

巣
が
5
㍍
以
上
の
高
い
場
所
や
山

に
あ
る
と
き
、
家
屋
内
で
構
造
上
巣

が
見
え
な
い
と
き
は
、
駆
除
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

事
業
所
や
作
業
現
場
に
つ
い
て
は
、

自
己
負
担
で
駆
除
専
門
業
者
に
依

頼
し
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
巣
を
発
見
し
た
と
き
の
注
意
点

•
近
く
を
な
る
べ
く
避
け
て
通
る

　

飼
い
主
は
、
生
後
91
日
を
過
ぎ
た

飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
毎
年

１
回
接
種
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
注
射
の
時
期
は
6
月

30
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
注
射

は
動
物
病
院
で
随
時
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

時 

6
月
19
日
㈭
13
時
30
分
〜
16
時
30

時
6
月
１
日
㈰
〜
9
月
30
日
㈫

内 

効
率
よ
く
夏
季
の
執
務
を
行
う
た

め
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の
服
装

で
執
務
し
ま
す

問
総
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
3
0
）

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
な
ど
、
廃
棄

物
の
野
焼
き
は
、
火
災
の
危
険
を
伴

う
ほ
か
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま

す
。
ば
い
煙
や
悪
臭
の
原
因
と
な
る

木
材
、
油
脂
類
、
布
、
紙
、
草
も
燃

や
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

時
6
月
26
日
㈭
14
時
〜
16
時

所
婦
人
セ
ン
タ
ー

内 
制
度
概
要
と
改
正
内
容
、
免
税
店

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
つ
い
て
な
ど

問
商
工
労
政
Ｇ
（
☎
85
2
1
7
1
）

　

北
海
道
計
量
検
定
所
は
、
小
型
は

か
り
（
能
力
が
１
㌧
未
満
）
の
定
期

検
査
を
行
い
ま
す
。
取
引
や
証
明
に

使
用
す
る
小
型
は
か
り
は
必
ず
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

時 

所
6
月
16
日
㈪
14
時
〜
16
時
30
分
・

鷲
別
公
民
館
、
17
日
㈫
9
時
30
分

〜
16
時
30
分
・
労
働
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
18
日
㈬
9
時
30
分
〜
11
時

30
分
・
婦
人
セ
ン
タ
ー

問
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

 

（
☎
85
2
1
3
9
）

　

雨
が
降
っ
て
川
の
水
が
増
え
て
き

た
と
き
は
、
ダ
ム
か
ら
胆
振
幌
別
川

に
水
を
放
流
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

放
流
は
サ
イ
レ
ン
と
放
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
放
流
中
は
急
激
に
川
の

水
が
増
え
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
川

の
中
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問 

室
蘭
地
区
工
業
用
水
道
管
理
事
務

所
（
☎
85
2
8
2
1
）

水道への理解と関心をたかめよう

問い合わせ　水道グループ（☎85５５１０）

６月１日から７日は『水道週間』です６月１日から７日は『水道週間』です
～スローガンは『おいしいな　だいじなお水　ごくごくり』～

　水道は、人びとの生活や社会経済活動を支えるライフラインの一つです。
　『水道週間』は、厚生労働省や都道府県をはじめ市町村の水道事業体などによって実施されるさまざ
まな広報活動などの運動を通して、公衆衛生の向上と生活環境の改善を図るとともに、水道事業のさら
なる発展に資することを目的として毎年全国規模で実施されています。
　市は、この『水道週間』に合わせ、登別市管工事業協同組合の協力により、浄水場など施設周辺の清
掃を予定しています。

12 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ



福　

祉

計
画
・
税

財
政

募　

集

問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内）

☎85 2 9 5 8

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１
枚160円）』を貼って出してください。

　（１回につき 5品まで）

月の粗大ごみ収集７
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）

※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話番号のかけ間違えに十分注意してください。

に
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

• 

就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格
の

確
認

• 

雇
用
、
離
職
時
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
の
届
け
出

•
社
会
保
険
な
ど
の
加
入

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

 

（
☎
㉒
8
6
8
9
）

問
総
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
3
0
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
5
5
）
、
国

民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
1
7
7
1
）

6
月
は
『
外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間
』
で
す

平
成
26
年
第
１
回
危
険
物
取

扱
者
保
安
講
習
を
行
い
ま
す

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス

〜
基
礎
調
査
と
平
成
26
年
商
業
統
計

 

調
査
を
実
施
し
ま
す
〜

〜
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
〜

市
・
道
民
税
（
第
１
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
１
期
）

の
納
付
期
限
は
6
月
30
日
㈪
で
す

平
成
26
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
の

均
等
割
が
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

雇
用
保
険
の
制
度
改
正

　

外
国
人
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正

時• 

7
月
8
日
㈫
（
午
前
）
一
般
・

（
午
後
）
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

• 

7
月
9
日
㈬
（
午
前
）
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
・
（
午
後
）
給
油
取
扱
所

※ 

午
前
は
9
時
30
分
〜
12
時
30
分
、

午
後
は
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
。

所
市
民
会
館

申 

消
防
本
部
や
消
防
署
、
各
消
防
支

署
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
受
講
希
望
日
の

10
日
前
ま
で
に
北
海
道
危
険
物
安

全
協
会

問
消
防
本
部
総
務
Ｇ

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

））

内 

テ
レ
ビ
放
送
な
ど
に
よ
り
授
業
を

行
う
通
信
制
大
学
で
す
（
科
目
履

修
生
（
6
カ
月
）
、
選
科
履
修
生

（
１
年
）
、
全
科
履
修
生
（
4
年

申
6
月
15
日
㈰
〜
8
月
31
日
㈰

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
011

－

736

－

6
3
1
8
）

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
全
国

す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対
象
に

2
つ
の
調
査
を
一
体
的
に
実
施
し
ま

す
。
調
査
結
果
は
行
政
施
策
の
立
案

な
ど
、
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
ま
す
が
、
統
計
以
外
の
目
的
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
票　

6
月
中
に
調
査
員
が
配
布

回 
答　

7
月
以
降
に
調
査
員
に
提
出

す
る
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答

　

納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関

し
て
、
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要

な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
26

年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
均
等
割

が
１
千
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

問
税
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
5
5
）

時 

所
6
月
20
日
㈮
15
時
30
分
〜
16
時

30
分
・
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
登
別
店

問
健
康
推
進
Ｇ
（
☎
85
0
1
0
0
）

① 

育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
！

　

平
成
26
年
4
月
１
日
以
降
に
開
始

す
る
育
児
休
業
か
ら
、
育
児
休
業
の

初
日
〜
180
日
目
の
給
付
率
が
67
㌫
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※ 

育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け

る
に
は
、
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。

② 

就
業
促
進
定
着
手
当
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
！

　

雇
用
保
険
の
再
就
職
手
当
の
支
給

を
受
け
た
方
で
、
再
就
職
先
に
6
カ

月
以
上
雇
用
さ
れ
、
再
就
職
先
で
の

6
カ
月
間
の
賃
金
が
離
職
前
の
賃
金

よ
り
も
低
い
場
合
に
、
低
下
し
た
賃

金
の
6
カ
月
分
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。

※
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。

※ 

平
成
26
年
4
月
１
日
以
降
に
再
就

職
す
る
こ
と
な
ど
一
定
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

 

（
☎
㉒
8
6
8
9
）

地　区 収集期間 申込期間

若山町 7月 7日㈪～
7月12日㈯

6月23日㈪～
7月 4日㈮

登別東町 7月14日㈪～
7月19日㈯

6月30日㈪～
7月11日㈮

鷲別町 4～ 6丁
目

7月21日㈪～
7月26日㈯

7月 7日㈪～
7月18日㈮

新川町 7月28日㈪～
8月 2日㈯

7月14日㈪～
7月25日㈮
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

講
師　

木き
の

下し
た

斉ひ
と
し

さ
ん

　

国
内
外
の
中
心
市
街
地
な
ど
の
活

性
化
に
取
り
組
む
団
体
と
連
携
し
た

地
域
の
自
立
経
営
モ
デ
ル
の
構
築
な

ど
に
取
り
組
む
。
一
般
社
団
法
人
エ

リ
ア
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
代
表
理
事
。

定
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申 

6
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
（kikaku@

city.no
boribetsu.lg.jp

）
で
企
画
調

整
Ｇ
（
☎
85
1
1
2
2
）

所 

国
立
女
性
教
育
会
館
（
埼
玉
県
）

ほ
か

対 

長
期
研
修
に
耐
え
得
る
心
身
と
も

に
健
康
な
女
性
で
、
今
後
も
社
会

教
育
関
係
団
体
や
各
種
団
体
、
町

内
会
な
ど
で
活
動
で
き
る
方

内 

男
女
共
同
参
画
学
習
や
施
設
見
学

な
ど

※
事
前
・
事
後
研
修
が
あ
り
ま
す
。

定
3
人
（
書
類
審
査
、
面
接
）

費
3
万
円

申 
6
月
27
日
㈮
ま
で
に
社
会
教
育
Ｇ

備
え
付
け
の
申
込
書
・
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
同
グ
ル
ー
プ

に
提
出

問
社
会
教
育
Ｇ
（
☎
88
1
1
2
9
）

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

『
Ｏ
Ａ
事
務
科
』
受
講
生
募
集

三
市
合
同
女
性
国
内
派
遣
研
修

 

参
加
者
募
集

登
別
市
環
境
保
全
審
議
会
委
員
を

 

募
集
し
ま
す

事
業
主
の
方
へ

新
規
高
卒
者
用
求
人
受
付
開
始

登
別
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

税
務
職
員
募
集
〜
札
幌
国
税
局
〜

時 

6
月
23
日
㈪
〜
7
月
11
日
㈮
18
時

〜
20
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

所
室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院

対
室
蘭
市
と
そ
の
近
郊
へ
の
勤
務
者

内 

在
職
中
の
方
が
エ
ク
セ
ル
の
基
礎

知
識
を
習
得
す
る
講
座
で
す

定
15
人
（
申
し
込
み
順
）

費
教
材
費
実
費
（
約
2
千
円
）

申 

6
月
2
日
㈪
〜
6
日
㈮
に
同
学
院

 

（
☎
44
7
8
2
0
）

時
8
月
28
日
㈭
〜
31
日
㈰

対
市
内
居
住
の
20
歳
以
上
の
方

内 

環
境
保
全
な
ど
に
関
す
る
調
査
審

議
を
行
う
委
員
で
す

定
5
人
（
う
ち
女
性
2
人
以
上
）

任 

期　

7
月
１
日
㈫
〜
平
成
28
年
6

月
30
日
㈭
（
2
年
間
）

申 

6
月
13
日
㈮
ま
で
に
環
境
対
策
Ｇ

（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
）
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
提
出

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
、
書
類
審
査

な
ど
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

求
人
受
付
開
始　

6
月
20
日
㈮
〜

学
校
へ
の
情
報
提
供　

7
月
１
日
㈫

〜推
薦
開
始　

9
月
5
日
㈮
〜

選
考
・
内
定
開
始　

9
月
16
日
㈫
〜

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

 

（
☎
㉒
8
6
8
9
）

　

市
民
と
行
政
が
目
標
の
達
成
に
向

け
て
連
携
す
る
『
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
』
に
つ
い
て
、
共
通
の
理
解
を
深

め
る
た
め
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

時 

7
月
13
日
㈰
13
時
30
分
〜
（
受
付

13
時
〜
）

所
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

内 

講
義
、
個
人
ワ
ー
ク
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
な
ど

時
9
月
7
日
㈰
（
第
１
次
試
験
）

対 

高
校
卒
業
見
込
み
の
方
、
高
校
卒

業
後
3
年
未
満
の
方

申 

•
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

6
月
23
日

㈪
〜
7
月
2
日
㈬

• 

持
参
ま
た
は
郵
送　

6
月
23
日
㈪

〜
26
日
㈭
（
消
印
有
効
）

※ 

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
室
蘭
税
務
署
（
☎
㉒
4
1
5
1
）

登別市農業委員会委員の任期満了に伴う
登別市農業委員会委員選挙を行います
【立候補届出説明会】

▼日時　 6月18日㈬10時～

▼場所　市役所第 2庁舎 1階消防会議室
【告示日】

▼日時　 6月29日㈰
【投票日】

▼日時　 7月 6日㈰ 7時～16時

▼場所　市役所第 2庁舎１階消防会議室

▼選挙すべき委員数　 6人

▼投票できる方　農業委員会委員選挙人名簿に
　　　　　　　　登録されている方
【開票日】

▼日時　 7月 6日㈰17時～

▼場所　市役所第 2庁舎１階消防会議室
【期日前投票】

▼日時　 6月30日㈪～ 7月 5日㈯ 8時30分～20時

▼場所　市役所第 2庁舎１階消防会議室
【不在者投票】
　投票日に仕事や旅行などで投票に行けない方は、事前に
手続きをすると、滞在先の市区町村の選挙管理委員会で不
在者投票をすることができます。詳しくは問い合わせくだ
さい。
※ 候補者の総数が選挙すべき委員数を超えなかった場合、
投票は行いません。

▼問い合わせ
　選挙管理委員会事務局総務グループ（☎85９１４３）
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道営住宅入居者募集道営住宅入居者募集
●募集住宅（各１戸）
　<一般世帯向け住宅（単身不可）>

●受付期間　 6月16日㈪～20日㈮　 9時30分～16時30分
●受付場所　市民会館児童室
●抽選会日時・場所　 6月27日㈮10時～・市民会館大会議室
※抽選会は公開で行います。都合の良い方はぜひお越しください。

問い合わせ　〒050-0074　室蘭市中島町 2丁目27－11　インプレス中島１階
　　　　　　北海道営住宅胆振管理センター公募係（☎83７２４０）

団地名 棟 広さ・階数 面積 建築年
登 別 西 団 地 Ｃ棟 （ 3ＬＤＫ　 3階） 69.2㎡ 昭和62年建設
であえーるはまなす団地 Ｂ棟 （ 3ＬＤＫ　 2階） 71.7㎡ 平成23年建設
若 山 団 地 Ａ棟 （ 3ＬＤＫ　 5階） 70.0㎡ 昭和63年建設
桜 木 団 地 １棟 （ 3ＬＤＫ　 3階） 74.7㎡ 平成 8年建設
桜 木 団 地 2棟 （ 3ＬＤＫ　 2階） 74.5㎡ 平成 8年建設
新 川 団 地 2棟 （ 3ＬＤＫ　 3階） 73.9㎡ 平成11年建設
新 川 団 地 3棟 （ 3ＬＤＫ　 2階） 73.6㎡ 平成12年建設
登 別 東 町 団 地 Ｅ棟 （ 3ＬＤＫ　 2階） 70.7㎡ 平成14年建設

登別市嘱託員を募集します
◆任用期間　 7月 1日～平成27年 3 月31日

◆試験月日・場所　 6月21日㈯・市役所

◆試験方法　面接試験

◆ 申込方法　人事・行政管理グループと各
支所に備え付け、または市ホームページ
に掲載の申込書に必要事項を記入の上、
6月13日㈮までに人事・行政管理グルー
プに持参してください。

◆問い合わせ　人事・行政管理グループ
 （☎85１１３２）

募集職種と勤務条件など
募集職種 司書（教育部図書館）
募集人数 1 人

勤務地 平成26年 7 月のみ　市立図書館
平成26年 8 月以降　市立図書館アーニス分館

主な
業務内容 図書館司書の業務

勤務条件

【 1日の勤務時間】
次の勤務割を基本に、週29時間勤務となります
○平成26年 7 月のみ
12時45分～18時15分（火～土曜日）
12時15分～20時（日曜日）
○平成26年 8 月以降
14時30分～20時（火～土曜日）
14時～20時（日曜日）
※いずれも45分間の休憩時間があります。
【休日】月曜日、祝日（勤務を割り振らない日）など
【給与月額】134,100円

応募要件
（性別不問）

【資格など】
図書館司書資格を有する方
※司書教諭資格は不可。
【年齢】
昭和25年 4 月 2 日～昭和59年 4 月 1 日生まれの方

【申し込み要件】次のすべての要件に該当する方
•世帯全体の収入が公営住宅法に定める基準内でそれを証明できる方
•同居者がいる方
• 入居者および同居者が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3年法律第77
号）第 2条第 6号に規定する暴力団員でない方

※ 持ち家のある方・公営住宅や社宅などにお住まいの方は申し込みをすることはできません。
ただし、持ち家を処分してそれを証明できる方、公営住宅にお住まいで遠距離通勤や長期通
院をしている方、社宅の退去が決まっておりそれを証明できる方は申し込みをすることがで
きます。
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困った！
ときにはまず相談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 7 月19日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員： 6人（申し込み順）

7月11日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

6 月28日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

6月27日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0 ）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センタ
ーまたは登別消
費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活
消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

一日行政相談 6 月13日㈮
10時～12時

登別郵便局
（ＪＲ幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

企画調整Ｇ
（☎85 6 5 8 6 ）

子どもの人権110番
6 月23日㈪～27日㈮
8時30分～19時
28日㈯・29日㈰
10時～17時

電話で直接相
談

いじめや虐待、インターネッ
トを悪用したプライバシー侵
害など、子どもの人権に関す
る悩みごとや心配ごと

子どもの人権110番
（☎0120-007-110）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

6 月19日㈭
14時～17時30分

障害福祉グル
ープ 障がいのある方の就労や雇用

6月12日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

夜間・土曜納税相
談窓口

6 月26日㈭・27日㈮
…20時まで
6月28日㈯… 9時～
17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練セン

ター
（青葉町） 就職活動などで抱える不安や

悩みなど
登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日
10時～16時（予約制）

登別労働会館
（千歳町 3丁目） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

6 月13日㈮・27日㈮
10時～16時

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

◎ 

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
ぼ
り
べ
つ

と
は

　

求
職
活
動
中
の
方
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
考
え
て
い
る
方
が
、
就
職
・

転
職
活
動
を
す
る
上
で
抱
く
悩
み
を

相
談
し
た
り
、
就
職
活
動
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
無
料
の
窓
口
で
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
個

別
に
相
談
を
受
け
、
皆
さ
ん
が
納
得

で
き
る
就
職
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
の
見

つ
め
直
し
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

※ 

こ
の
事
業
は
、
市
か
ら
の
委
託
に

よ
り
、
登
別
職
業
訓
練
協
会
が
実

施
し
て
い
ま
す
。

◎
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
は

　

「
就
職
し
た
い
」
「
違
う
職
場
で

働
き
た
い
」
「
資
格
を
取
っ
て
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
し
た
い
」
「
面
接
の
練

習
を
し
た
い
」
な
ど
、
就
職
・
転
職

活
動
で
の
悩
み
を
抱
え
た
方
が
、
自

分
を
再
発
見
し
、
自
分
自
身
が
望
む

生
き
方
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
お
手

伝
い
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

登
別
職
業
訓
練
協
会

　

 

（
☎
85
1
4
5
0
）

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
ぼ
り
べ
つ
を

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
ぼ
り
べ
つ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

16 困った！ときにはまず相談



き
い
き

す
く
す
く
すすすす

子
育
て

いい健 

康

時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

子
育
て

す
く
す
く

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

時
6
月
7
日
㈯
10
時
30
分
〜
12
時

所 

対
亀
田
記
念
公
園
・
子
育
て
中
の

方
内 

た
き
火
で
ス
モ
ー
ク
作
り
を
行
い

ま
す

定
費
15
人
（
申
し
込
み
順
）
・
300
円

持
コ
ッ
プ

申 

6
月
6
日
㈮
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

時
6
月
27
日
㈮
10
時
〜
12
時

時
6
月
13
日
㈮
10
時
〜
12
時

所
亀
田
記
念
公
園

対 

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
を
支
援

し
て
い
る
指
導
者
の
方

内 

自
身
の
体
質
チ
ェ
ッ
ク
と
健
康
生

活
の
す
す
め
を
学
び
ま
す

定
15
組
（
申
し
込
み
順
）

申 

6
月
12
日
㈭
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－
1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

児童手当現況届を受け付けます

子育て世帯臨時特例給付金の申請受け付けを開始します

【児童手当現況届・子育て世帯臨時特例給付金申請
　共通受け付け】
•子育てグループ
出張受付
• 6月18日㈬10時～12時　登別温泉ふれあいセンター
• 6月19日㈭10時～16時　鷲別公民館
• 6月20日㈮10時～12時　婦人センター

子育てＧ（☎85５６３４）

　児童手当を受給されている方は、毎年 6月１日から30日までに『児童手当現況届』を提出しなけれ
ばなりません。受給者には手続書類を送付していますので、必ず期間中に提出してください。
　また、出張受け付けもしていますのでご利用ください。提出しない場合、 6月分以降の手当が支給
停止となりますのでご注意ください。

▼受け付け期間　 6月 2日㈪～30日㈪

　この給付金は、 4月からの消費税率の引き上げによる子育て世帯の家計の負担を減らすための臨時
的な給付措置です。申請書は、 5月末に発送している上記記載の『児童手当現況届』に同封していま
すので、現況届と一緒に提出してください（臨時福祉給付金の対象となる方など、本給付金の対象と
ならない場合もあります）。
※現況届の提出が不要な方には、子育て世帯臨時特例給付金の申請書のみを送付しています。
※公務員の方は職場から発行された証明書、申請書で期間内に申請をしてください。
※ 平成26年 1 月 2 日以降に登別市へ転入した方は、 1月 1日時点の住所地の市区町村へ問い合わせく
ださい。

▼  対象となる方　平成26年 1 月分の児童手当の受給者（平成25年の所得が児童手当の所得制限額に満
たない方）※臨時福祉給付金の対象者や、生活保護を受けている方は対象外となります。

▼  対象となる子ども　平成26年１月分の児童手当の対象となる子ども（平成26年 1 月 1 日までに生ま
れた方）

▼支給額　対象となる子ども 1人につき 1万円（ 1回限りの支給）

▼受け付け期間　 6月 2日㈪～ 9月30日㈫

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

所
亀
田
記
念
公
園
駐
車
場

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内 

親
子
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
を
見

学
し
ま
す

定
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持 
飲
み
物
、
帽
子
、
運
動
靴
、
着
替

え
申 

6
月
26
日
㈭
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－
1
8
9
0

－

0
8
6
5
）
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

所
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対 

2
歳
〜
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

定
30
組
（
申
し
込
み
順
）

持
お
わ
ん
、
箸
ま
た
は
フ
ォ
ー
ク

申 

6
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮
に
登
別
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
80
2
7

7
2
）

申 

6
月
30
日
㈪
〜
7
月
4
日
㈮
に
登

別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
80

2
7
7
2
）

所
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内 

手
遊
び
、
運
動
遊
び
、
外
遊
び
、

体
操
、
絵
本
、
製
作
な
ど

定
各
10
組
（
申
し
込
み
順
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

申 

6
月
16
日
㈪
〜
20
日
㈮
に
中
央
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
81
3
7

1
5
）

時
対

• 

0
歳
児
グ
ル
ー
プ　

7
月
10
日
〜

8
月
7
日
の
毎
週
木
曜
日
（
全
5

回
）
10
時
〜
11
時
30
分
・
10
カ
月

〜
１
歳
2
カ
月
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

• 

１
歳
児
グ
ル
ー
プ　

7
月
8
日
〜

8
月
5
日
の
毎
週
火
曜
日
（
全
5

回
）
10
時
〜
12
時
・
１
歳
6
カ
月

〜
2
歳
5
カ
月
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

）・）、

時
6
月
7
日
㈯
10
時
30
分
〜
12
時

所
亀
田
記
念
公
園

対 

定
費
親
子
・
15
組
（
申
し
込
み
順

　

１
人
100
円

内
泥
遊
び
や
水
遊
び
を
楽
し
み
ま
す

※
寒
い
場
合
は
、
内
容
を
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

持 

飲
み
物
、
帽
子
、
運
動
靴
（
長
靴

　

着
替
え

申 

6
月
6
日
㈮
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

時
7
月
12
日
㈯
10
時
〜
12
時

所
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内 

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
空
き
箱
や
牛
乳

パ
ッ
ク
な
ど
を
利
用
し
て
椅
子
を

作
り
ま
す

定
8
組
（
申
し
込
み
順
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

持
飲
み
物

時 
所
6
月
24
日
㈫
9
時
30
分
〜
12
時

30
分
・
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

対
2
・
3
歳
児
と
そ
の
保
護
者

定
20
組
（
申
し
込
み
順
）

持
昼
食
、
飲
み
物
、
着
替
え

申 

6
月
2
日
㈪
〜
6
日
㈮
に
中
央
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
81
3
7

1
5
）

時
7
月
8
日
㈫
10
時
〜
12
時

年
齢
別
の
遊
び
の
教
室

 

『
あ
そ
び
の
広
場
』

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

も
の
作
り
講
座

流
し
そ
う
め
ん

森
と
遊
ぼ
う

〜
親
子
バ
ス
遠
足
〜

乳幼児健康相談 診査
問健康推進Ｇ（☎85０１００）

診査名・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所
4 か月児健康診査

（平成26年 2 月16日～ 　　
 平成26年 3 月15日生まれ）

7月17日㈭
時間は
個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10か月児健康相談
（平成25年 9 月生まれ）

7月25日㈮
時間は
個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

1 歳 6 か月児健康診査
（平成24年12月生まれ）

7月 9日㈬
時間は
個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円） 母子健康手帳、

お子さんの歯
ブラシ

3 歳児健康診査
（平成23年 6 月生まれ）

7月 3日㈭
時間は
個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

すくすく☆親子相談
（事前申込制）

（育児相談を希望する方）

7月30日㈬
9時20分～
10時15分　

発育・発達・育児・栄
養などの相談 母子健康手帳

18 すくすく子育て　いきいき健康



健
　
　
康

い
き
い
き

歳
に
な
る
方

※
歯
科
通
院
中
の
方
は
除
き
ま
す
。

※
対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

内 

問
診
、
歯
科
検
診

定
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
希
望
の
歯
科
医
院
に
直
接
予
約

問
健
康
推
進
Ｇ
（
☎
85
0
1
0
0
）

問室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

日時 診療所・住所・電話

6 月 1 日㈰
9時～11時

白鳥台歯科 （☎59５５６７）
室蘭市白鳥台 5丁目 3－43

かただ歯科医院 （☎83１２７０）
登別市登別東町 2丁目27－１

6月 8日㈰
9時～11時

高橋歯科クリニック （☎59２２００）
室蘭市白鳥台 4丁目20－ 5

石川歯科医院 （☎０１４２㉓００２０）
伊達市元町46－13

6 月15日㈰
9時～11時

すずき歯科医院 （☎46３４３４）
室蘭市高砂町 5丁目12－15

6 月22日㈰
9時～11時

小野瀬歯科医院 （☎44１３１０）
室蘭市東町 4丁目31－ 5

6 月29日㈰
9時～11時

高砂歯科医院 （☎45８６２２）
室蘭市高砂町 5丁目31－12

6 月の歯科救急医療

低
下
を
早
期
に
発
見
し
、
介
護
が
必

要
と
な
る
状
態
を
予
防
す
る
た
め
、

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
生
活
に
つ

い
て
の
質
問
票
）
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

時 

5
月
末
に
調
査
票
を
郵
送
し
、
6

月
に
調
査
員
が
訪
問
し
、
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
回
収
し
ま
す

対 

今
年
度
75
歳
に
な
る
方
で
、
要
介

護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
85
5
7
2
0
）

　

日
常
生
活
に
必
要
な
心
身
機
能
の

時
6
月
17
日
㈫
18
時
〜
18
時
15
分

所
し
ん
た
21

対 
小
学
3
年
生
以
上
で
検
査
が
初
め

て
の
方
、
ま
た
は
前
回
の
検
査
か

ら
5
年
以
上
経
過
し
て
い
る
方

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
6
月
13
日
㈮
ま
で
に
健
康
推
進
Ｇ

 

（
☎
85
0
1
0
0
）

時
6
月
21
日
㈯
10
時
〜
12
時

所
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
未
就
学
児
と
そ
の
お
父
さ
ん

内 

日
ご
ろ
仕
事
で
忙
し
い
お
父
さ
ん

と
、
絵
本
や
遊
具
を
使
っ
た
自
由

遊
び
、
園
庭
遊
び
、
製
作
な
ど
を

楽
し
み
ま
す

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
80
2
7
7
2
）

時
6
月
11
日
㈬
10
時
30
分
〜
11
時

所
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

内 

費
減
塩
生
活
を
始
め
る
た
め
の
教

室
で
す
・
無
料

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

 

（
☎
80
3
2
3
5
）

時
6
月
2
日
㈪
〜
30
日
㈪

所
市
内
の
歯
科
医
院

対 

平
成
27
年
3
月
31
日
㈫
ま
で
に
70

時
6
月
27
日
㈮
10
時
〜
12
時

所
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内
七
夕
の
飾
り
を
作
り
ま
す

持
飲
み
物

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
80
2
7
7
2
）

今
年
度
75
歳
に
な
る
方
へ

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
調
査
を

 

実
施
し
ま
す

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
血
清
検
査

 

を
実
施
し
ま
す

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

健
康
教
室

歯
周
病
検
診
を
受
診
し
ま
せ
ん
か

七
夕
製
作

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

６
月
号

時
7
月
１
日
㈫
10
時
〜
12
時

対
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
方

内 

そ
ば
粉
の
ガ
レ
ッ
ト
、
ミ
ッ
ク
ス

ビ
ー
ン
ズ
マ
リ
ネ
、
ス
ー
プ
、
パ

ン
プ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
作
り
ま
す

定
30
人
（
申
し
込
み
順
）

費 

１
千
300
円
（
6
月
23
日
㈪
以
降
の

キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
材
料
費
が
掛
か

り
ま
す
）

時 

6
月
24
日
〜
7
月
10
日
の
毎
週
火
・

木
曜
日
18
時
〜
20
時
（
全
6
回
）

対 

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
女

時 

7
月
2
日
〜
8
月
6
日
の
毎
週
水

曜
日
10
時
〜
12
時
（
全
6
回
）

対
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
方

内 

筆
ペ
ン
を
使
い
、
楷
書
・
行
書
・

ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
な
ど
を
習

い
ま
す

定
20
人
（
申
し
込
み
順
）

費
2
千
円

持
文
鎮

申 

6
月
5
日
㈭
〜
12
日
㈭
に
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
88
1
1

1
6
）

時
6
月
23
日
㈪
10
時
30
分
〜
12
時

内 

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
つ

い
て

定
70
人
（
申
し
込
み
順
）

申 

6
月
20
日
㈮
ま
で
に
登
別
消
費
者

協
会
（
☎
85
8
3
0
7
）

　

会
員
に
よ
る
水
彩
画
の
展
示
で
す
。

時
6
月
13
日
㈮
〜
20
日
㈮

内 

静
物
・
風
景
な
ど
の
水
彩
画
16
枚

問
登
別
水
彩
ク
ラ
ブ
・
今
村
さ
ん

 

（
☎
080

－

5
5
8
5

－

2
1
7
2
）

時
6
月
25
日
㈬
〜
7
月
１
日
㈫

内 

カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
2
0
1
3
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す

問 
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
実
行
委
員
会
・

藤
井
さ
ん
（
☎
090

－

7
5
1
1

－

0
2
3
4
）

　

会
員
が
撮
影
し
た
写
真
を
展
示
し

ま
す
。

時
6
月
8
日
㈰
ま
で

内
写
真
40
点

問
ヨ
ン
ハ
ン
ク
ラ
ブ
・
多
田
さ
ん

 

（
☎
85
3
0
6
1
）

時 

6
月
16
日
㈪
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
内
楽
し
く
粋
な
江
戸
芸
で
す

定
15
人
（
申
し
込
み
順
）

持
動
き
や
す
い
服
装
・
日
本
手
拭
い

申 

6
月
13
日
㈮
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

ハ
ー
ブ
教
室

〜
お
う
ち
で
簡
単
＆ア

ン
ドお
し
ゃ
れ
に

 

『
カ
フ
ェ
ご
は
ん
』
し
ま
せ
ん
か
〜

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

か
っ
ぽ
れ

登
別
水
彩
ク
ラ
ブ

 
展
示
会　
　
　

の
ぼ
り
べ
つ
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト

 

写
真
展

ヨ
ン
ハ
ン
ク
ラ
ブ

 

写
真
展　
　
　

健
康
ま
ー
じ
ゃ
ん
教
室

筆
ペ
ン
習
字
教
室

く
ら
し
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー

登
別
市
緑
町
１
丁
目
１
番
地
4

☎
83
6
8
6
6

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

 

『
の
ぼ
り
ん
』

登
別
市
富
士
町
7
丁
目
33
番
地
１

☎
88
1
1
3
9

市
民
会
館

性
内 

基
本
を
習
得
で
き
る
ま
で
わ
か
り

や
す
く
指
導
し
ま
す

定
16
人
（
申
し
込
み
順
）

費
2
千
円

申 

6
月
5
日
㈭
〜
13
日
㈮
に
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
88
1
1

1
6
）

持 

エ
プ
ロ
ン
、
布
巾
、
テ
ィ
ー
カ
ッ

プ
、
筆
記
用
具

申 

6
月
5
日
㈭
〜
13
日
㈮
に
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
88
1
1

1
6
）

　日時　 7月11日㈮　
　　　　　開場18時
　　　　　開演18時30分
　場所　市民会館

▼  内容　チェロとピアノのため
のソナタ　作品109（ガブリ
エル・フォーレ）、リベル・
タンゴ（アストール・ピアソ
ラ）など

▼入場券（全席自由）
　一般　前売券2,000円
　　　　当日券2,500円
　学生　前売券1,000円
　　　　当日券1,500円
※未就学児は入場できません。

▼入場券販売所
6 月 6 日㈮から市民会館、鷲別公民館、市役所母子会売店、川西
燃料店、アーニス、ぎんやレコード、エルム楽器室蘭店

▼問い合わせ　文化・スポーツ振興財団（☎88１１１６）

デュオ・モリタコンサート
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のぼりべつ
カルチャーナイト 2014

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
は
、
野
外

に
設
け
ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
、
地
図

と
コ
ン
パ
ス
を
見
な
が
ら
早
く
回
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

時
6
月
8
日
㈰
10
時
〜
12
時

持
動
き
や
す
い
服
装
、
筆
記
用
具

申 

6
月
5
日
㈭
ま
で
に
北
海
道
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
協
会
登
別
Ｏ
Ｌ

Ｃ
・
佐
藤
さ
ん
（
☎
85
3
8
7
5
）

時
6
月
27
日
㈮
19
時
〜
20
時
30
分

内 

第
2
回
・
パ
ソ
コ
ン
入
門
（
文
字

時 

6
月
13
日
㈮
18
時
30
分
〜
19
時
30

分
対
18
歳
以
上
の
方

内 

沢
登
り
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
必

要
な
装
備
や
服
装
な
ど
を
学
び
ま

す
費
100
円

申 

6
月
12
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
6
月
24
日
㈫
10
時
〜
12
時

内 

い
ろ
い
ろ
な
葉
を
使
っ
て
絵
を
描

き
ま
す

定
10
人
（
申
し
込
み
順
）

費
１
千
円

持
は
さ
み
・
お
し
ぼ
り

申 
6
月
20
日
㈮
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

時
6
月
26
日
㈭
19
時
〜
20
時
30
分

内 

第
１
回
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
基

本
持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
筆
記
用
具

定
10
人
（
申
し
込
み
順
）

費
500
円

申 

6
月
23
日
㈪
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

時
6
月
23
日
㈪
13
時
〜
15
時

内 

漢
詩
・
短
歌
・
俳
句
を
楽
し
く
吟

じ
ま
す

定
15
人
（
申
し
込
み
順
）

持
筆
記
用
具

申 

6
月
20
日
㈮
ま
で
に
市
民
活
動
セ

時
6
月
21
日
㈯
10
時
〜
12
時

内
粘
土
で
花
瓶
な
ど
を
作
り
ま
す

定
20
人
（
申
し
込
み
順
）

費
１
千
円

持
手
拭
い

申 

6
月
18
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

時
6
月
18
日
㈬
10
時
〜
12
時

内
楷
書
や
行
書
を
学
び
ま
す

定
15
人
（
申
し
込
み
順
）

持 

す
ず
り
、
墨
液
、
筆
（
大
小
）
、

文
鎮
、
下
敷
き
、
半
紙
、
新
聞
紙

申 

6
月
16
日
㈪
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

の
ぼ
り
ん
ナ
イ
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

（
全
6
回
開
催
予
定
）

初
心
者
の
た
め
の
沢
登
り
教
室

沢
登
り
cカ

フ

ェ

a
f
e

〜
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
〜

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

葉
画
教
室

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

 
講
習
会

の
ぼ
り
ん
ナ
イ
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー

初
心
者
向
け
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
教
室

（
全
3
回
開
催
予
定
）

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

詩
吟
教
室

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

陶
芸
教
室

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

初
心
者
書
道
教
室

時 

6
月
18
日
㈬
、
7
月
2
日
㈬
10
時

30
分

対
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
市
立
図
書
館

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

〜
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
〜

登
別
市
中
央
町
5
丁
目
21
番
地
１

☎
85
4
3
2
4

市
立
図
書
館

の
入
力
と
訂
正
方
法
、
特
殊
な
入

力
方
法
）

持
パ
ソ
コ
ン

定
10
人
（
申
し
込
み
順
）

費
500
円

申 

6
月
24
日
㈫
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

　公共施設や民間施設を夜間開放し、
地域の文化をいつもと違う雰囲気で楽しむ行事です。

▼開催日時　 9月26日㈮　15時～22時

▼ホームページ　http://iburic.web.fc2.com/

▼申し込み　 7月31日㈭までに同実行委員会・藤井さん
 （☎090-7511-0234）

参加施設
募集
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

対
幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

問
市
立
図
書
館

対 

5
歳
〜
小
学
2
年
生
と
そ
の
保
護

者
内 

親
…
初
心
者
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
子

…
鉱
石
探
し

費
１
人
200
円

持 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
申 

6
月
5
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
6
月

27
日
㈮
）
。

問
市
立
図
書
館

時
6
月
28
日
㈯
15
時

内 

職
員
が
館
内
を
案
内
す
る
ほ
か
、

利
用
者
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た

検
索
の
仕
方
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

問
市
立
図
書
館

　

絵
本
や
児
童
書
を
積
ん
だ
キ
ャ
ラ

バ
ン
カ
ー
が
全
国
を
巡
回
す
る
『
お

は
な
し
隊
』
が
市
立
図
書
館
に
や
っ

て
き
ま
す
。

時 

内
6
月
21
日
㈯
①
14
時
30
分
〜
15

時
30
分
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
見
学
、

お
絵
か
き
コ
ー
ナ
ー
、
②
15
時
05

分
〜
15
時
30
分
・
お
は
な
し
会

問
市
立
図
書
館

時
6
月
28
日
㈯
13
時
30
分

図
書
館
ツ
ア
ー
と

 

利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

本
と
あ
そ
ぼ
う　

 
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

〜
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
〜

休
館
情
報

時
6
月
15
日
㈰
10
時
〜
15
時

対
小
学
4
年
生
〜
中
学
１
年
生

内 

缶
蹴
り
、
鬼
ご
っ
こ
、
木
登
り
な

ど
費
200
円

持 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

申 

6
月
12
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

時
6
月
20
日
㈮
10
時
〜
12
時
30
分

対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

内 

散
歩
、
野
草
の
収
穫
、
野
草
茶
の

試
飲

費 

１
組
300
円
（
１
人
増
え
る
ご
と
に

100
円
）

持 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

申 
6
月
17
日
㈫
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
6
月
12
日
㈭
10
時
〜
12
時

対
18
歳
以
上
の
方

内 

『
一
足
早
く
、
夏
を
感
じ
る
』
を

テ
ー
マ
に
歩
き
ま
す

費 

持
300
円
・
野
外
で
活
動
で
き
る
服

装
、
飲
み
物

申 

6
月
11
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

森
の
サ
ロ
ン

 

森
の
お
茶
会　
　
　

ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

Ｅア

ー

リ

ー

ａ
ｒ
ｌ
ｙ 

ｓ
サ

マ

ー

ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ハ
イ
ク
！

 

一
足
お
先
に
夏
発
見
！

登
別
市
鉱
山
町
8
番
地
3

☎
85
2
5
6
9

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

時 

6
月
4
日
〜
7
月
2
日
の
毎
週
水

曜
日
10
時
〜
12
時

対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

内 

外
に
出
て
散
歩
を
し
ま
す
。
雨
天

時
は
屋
内
で
活
動
し
ま
す

費 

１
組
300
円
（
１
人
増
え
る
ご
と
に

100
円
）

持 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

時
6
月
8
日
㈰
12
時
30
分
〜
15
時

時
6
月
17
日
㈫
10
時
〜
15
時

対
18
歳
以
上
の
方

内
木
べ
ら
作
り
に
挑
戦
し
ま
す

定
10
人
（
申
し
込
み
順
）

費
500
円

持 

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
エ
プ
ロ
ン
、

マ
ス
ク

申 

6
月
15
日
㈰
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

森
の
ち
ょ
こ
っ
と
子
育
て
ひ
ろ
ば

森
ン
子
く
ら
ぶ

山
の
学
校　

全
力
野
遊
び

大
人
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
①
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り
方
や
漕
ぎ
方
、
大
人
の
水
遊
び

を
教
え
ま
す

定
15
人
（
申
し
込
み
順
）

費
800
円

持 

濡
れ
て
も
い
い
服
装
・
靴
、
飲
み

物
、
昼
食

申 

6
月
22
日
㈰
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

者
内 

親
…
石
釜
ピ
ザ
作
り
、
子
…
ど
ろ

遊
び

費
１
人
500
円

持 

濡
れ
て
も
い
い
服
装
、
着
替
え
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル

申 

7
月
3
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
市
民
プ
ー
ル

時
6
月
26
日
㈭
10
時
〜
14
時

対
18
歳
以
上
の
方

内 

カ
ヌ
ー
に
初
め
て
乗
る
方
へ
、
乗

時
7
月
5
日
㈯
10
時
〜
12
時

対 

4
歳
以
上
の
方
（
小
学
4
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

内 
チ
ョ
ウ
を
探
し
て
、
採
っ
て
観
察

し
ま
す

費
100
円

持 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
申 

7
月
4
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
6
月
29
日
㈰
10
時
〜
15
時

対
小
学
生

内 

初
夏
の
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
の
調
査
、

里
山
に
あ
る
看
板
の
パ
ト
ロ
ー
ル

費
200
円

持 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

申 

6
月
26
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
6
月
22
日
㈰
10
時
〜
14
時

対 

3
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
そ
の
家

族
内
水
車
が
あ
る
水
路
を
た
ど
り
ま
す

費
１
人
200
円

持 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

申 

6
月
19
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

た
ま
に
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ

 

初
夏
の
カ
ヌ
ー
体
験

Ｆ
Ｋ
Ｒ
1̀4

イ
モ
ム
シ
い
ろ
い
ろ
、

 

チ
ョ
ウ
探
し
！

な
が
ぐ
つ
レ
ン
ジ
ャ
ー

初
夏
の
イ
キ
モ
ノ
調
査
＆ア

ン
ド

 

里
山
パ
ト
ロ
ー
ル

森
の
よ
う
ち
え
ん

 
ま
わ
れ
水
車
の
物
語

時
6
月
22
日
㈰
10
時
〜
12
時

対
18
歳
以
上
の
方

内
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し
ま
す

定
12
人
（
申
し
込
み
順
） 

費
300
円

持 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

申 

6
月
21
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
6
月
28
日
㈯
10
時
〜
15
時

対
18
歳
以
上
の
方

内 

リ
バ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
プ
チ
沢

登
り

費
１
千
円

持 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

申 

6
月
27
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
6
月
28
日
㈯
10
時
〜
13
時

内 

里
山
の
手
入
れ
を
し
て
、
お
や
つ

を
食
べ
ま
す

定
30
人
（
申
し
込
み
順
）

費
200
円
（
小
学
生
以
下
100
円
）

持 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

申 

6
月
25
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
7
月
6
日
㈰
12
時
30
分
〜
15
時

対 

5
歳
〜
小
学
2
年
生
と
そ
の
保
護

は
じ
め
て
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

初
心
者
向
け
実
践
沢
登
り
教
室

里
山
づ
く
り
の
日

森
ン
子
く
ら
ぶ

登
別
市
幸
町
１
丁
目
5
番
地
2

☎
85
5
5
8
8

市
民
プ
ー
ル『
ら
く
あ
』

　

6
月
8
日
㈰
は
、
水
泳
大
会
開
催

の
た
め
18
時
ま
で
臨
時
休
館
し
ま
す
。

プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と

臨
時
休
館
情
報

　

笹
舟
を
作
っ
て
池
に
浮
か
べ
、
水

遊
び
を
し
ま
す
。
流
し
そ
う
め
ん
も

あ
り
ま
す
。

時
7
月
13
日
㈰
10
時
〜
12
時

定
50
人
（
申
し
込
み
順
）

費
200
円

申 

6
月
25
日
㈬
〜
7
月
6
日
㈰
に
郷

土
資
料
館
（
☎
88
1
3
3
9
）

郷
土
資
料
館
体
験
学
習

 

笹
舟
あ
そ
び
と
そ
ー
め
ん
流
し

登
別
市
片
倉
町
6
丁
目
27
番
地
2

☎
88
1
3
3
9

郷
土
資
料
館

軽スポーツ指導者を派遣します
　文化・スポーツ振興財団は、軽ス
ポーツの指導者（スポーツ推進委員な
ど）を派遣します。

▼  対象　10人以上の市民が参加して行
われる軽スポーツ、レクリエーショ
ンなど

▼指導時間　 2時間程度

▼  種目　キンボール、フロアカーリン
グ、スポンジテニス、室内ペタンク
など

※用具は無料で貸し出しします。

▼  申し込み　同財団に備え付けの申込
書に必要事項を記入し、提出してく
ださい

問い合わせ　文化・スポーツ振興財団
 （☎88１１１６）
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

▼
日
時　

7
月
6
日
㈰　

10
時
〜
14
時

　

（
雨
天
中
止
）

▼
場
所　

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

▼
区
画　

2
・
25
㍍
×
5
㍍
（
24
区
画
）

※
応
募
が
募
集
出
店
数
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
。

▼ 

申
し
込
み　

6
月
2
日
㈪
〜
6
日
㈮
の
9
時

〜
17
時
30
分
に
同
ま
つ
り
運
営
委
員
会
（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

内
・
☎
85
2
9
5
8
）

対 

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
18

歳
以
上
の
方

定
20
人
（
申
し
込
み
順
）

費
１
千
円

持
ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動
靴

申 

6
月
23
日
㈪
ま
で
に
総
合
体
育
館

 

（
☎
85
5
5
5
2
）

所
と
も
か
な

定
8
人
（
申
し
込
み
順
）

費
2
千
500
円

持 

エ
プ
ロ
ン
、
紙
袋
、
は
さ
み
、
ラ

ジ
オ
ペ
ン
チ
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ

申
6
月
6
日
㈮
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

登
別
市
登
別
温
泉
町
123
番
地
１

☎
84
2
0
6
9

カ
ン
ト
・
レ
ラ

　

縄
文
時
代
の
方
法
で
火
を
お
こ
し
、

食
べ
物
を
焼
い
て
食
べ
ま
す
。

時
6
月
21
日
㈯
10
時
〜
12
時

定
20
人
（
申
し
込
み
順
）

費
200
円

申 

6
月
20
日
㈮
ま
で
に
カ
ン
ト
・
レ

ラ
（
☎
84
2
0
6
9
）

カ
ン
ト
･
レ
ラ
縄
文
文
化
体
験

 

自
分
で
火
を
起
こ
し
て
み
よ
う
!!

そ
の
他

時
6
月
22
日
㈰
9
時

所
鷲
別
公
民
館

費
300
円

持 

昼
食
、
飲
み
物
、
敷
き
物
、
雨
具
、

歩
き
や
す
い
服
装

申 

6
月
17
日
㈫
ま
で
に
登
別
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
荒
生
さ
ん

（
☎
86
8
6
3
6
）

時
6
月
21
日
㈯
13
時
30
分

所 

仙
海
寺
（
若
山
町
2
丁
目
43

－
22
）

内 

『
都
の
春
』
、
『
富
士
』
、
『
黒

髪
』
、
『
春
の
海
』
な
ど
を
演
奏

し
ま
す

問
同
会
・
山
口
さ
ん

 

（
☎
85
3
4
5
9
）

市
民
レ
ク

 

ふ
る
さ
と
の
森
21
公
園
散
策

第
4
回

 

琴
と
尺
八
に
よ
る
鈴
の
会

時 
6
月
14
日
㈯
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
所
と
も
か
な

内 

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
レ
コ
ー
ド

で
映
画
音
楽
や
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
み

ま
す

定
費
15
人
（
申
し
込
み
順
）
・
500
円

申
6
月
12
日
㈭
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

時 

7
月
１
日
〜
29
日
の
火
・
金
曜
日

18
時
30
分
〜
20
時
30
分
（
18
日
を

除
く
。
全
8
回
）

所
総
合
体
育
館

　

定
山
渓
の
夕
日
岳
と
朝
日
岳
に
登

り
ま
す
。

時
6
月
15
日
㈰
6
時
30
分

所
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
駐
車
場

定
30
人
（
申
し
込
み
順
）

費
7
千
円

申 

6
月
5
日
㈭
ま
で
に
登
別
山
岳
会
・

藤
木
さ
ん
（
☎
85
5
8
9
7
）

時
6
月
11
日
㈬
10
時
〜
12
時

　

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
友
達
づ
く

り
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

時
6
月
20
日
㈮
11
時
〜
13
時

所
と
も
か
な

定
6
人
（
申
し
込
み
順
）

費
注
文
に
よ
り
異
な
り
ま
す

申 

6
月
18
日
㈬
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
会

初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

〜
登
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
〜

春
の
市
民
登
山
会

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
作
り

大
人
の
ラ
ン
チ
会

リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り

リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
'14'14
イ
ン
登
別
・
白
老

イ
ン
登
別
・
白
老

  

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

24 わくわくおでかけナビゲーション



ハーラウフラ・プアネリネ
　一緒に楽しく、フラダンスを踊りませんか。
●活動日　第１～ 3水曜日　13時～、15時～
●場所　市民会館
●問い合わせ　大平さん（☎85１９３９）

会 員 募 集

問
同
財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）

対 

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
20

歳
以
上
の
方

内 

１
チ
ー
ム
5
〜
7
人
（
主
将
１
人

を
含
む
）

申 

総
合
体
育
館
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
6
月

30
日
㈪
ま
で
に
総
合
体
育
館
へ
持

参
問
総
合
体
育
館
（
☎
85
5
5
5
2
）

◎ 

合
同
企
業
説
明
会

　

5
月
20
日
㈫
、
本
校
体
育
館
で

本
年
度
第
2
回
目
と
な
る
合
同
企

業
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
系
・
自
動
車
系
・
電
気
系
・

医
療
系
な
ど
、
合
わ
せ
て
37
社
の

企
業
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

卒
業
を
控
え
る
2
年
生
・
3
年

生
は
、
真

剣
に
各
企

業
の
話
を

聞
き
、
今

後
の
就
職

活
動
へ
の

自
信
に
つ

な
げ
ま
し

た
。
今
年

も
成
果
が

期
待
さ
れ

ま
す
。

6
月
の
体
験
入
学

• 

14
日
㈯
・
28
日
㈯　

11
時
30
分

〜
15
時
30
分

• 

21
日
㈯
・
22
日
㈰　

10
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

入
学
広
報
室

 

（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
便
り

問
い
合
わ
せ　

☎
88
0
8
8
8

時
7
月
16
日
㈬
9
時

所
若
草
中
央
公
園

時
6
月
15
日
㈰
14
時
〜
16
時

所
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈハ

ナ

Ａ
Ｎ
Ａ

定
30
人
（
申
し
込
み
順
）

費
2
千
円

申 

6
月
14
日
㈯
ま
で
に
和な

ご
み
の
会
・
藤

井
さ
ん
（
☎
090

－
7
5
1
1

－

0

2
3
4
）

時
6
月
20
日
㈮
10
時
〜
13
時

所
し
ん
た
21

内 

地
場
産
の
材
料
を
使
っ
た
料
理
を

4
品
作
り
ま
す

定
25
人
（
申
し
込
み
順
）

費
600
円

申 

6
月
17
日
㈫
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
花
つ
な
の
会
・
安
達
さ
ん
（
☎

85
7
8
4
5
）

時
6
月
22
日
㈰
8
時
50
分

所
岡
志
別
の
森
運
動
公
園

対 

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

す
る
高
校
生
以
上
の
方

内 

１
チ
ー
ム
12
人
以
内
の
編
成
（
監

督
含
む
）
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

１
位
〜
3
位
の
チ
ー
ム
に
は
賞
品

を
贈
呈
し
ま
す

定
12
チ
ー
ム
（
抽
選
）

費
１
チ
ー
ム
5
千
500
円

申 

総
合
体
育
館
ま
た
は
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

6
月
13
日
㈮
9
時
に
同
財
団
事
務

局
へ
持
参

時
6
月
8
日
㈰
10
時
〜
15
時

所 

胆
振
地
方
男
女
平
等
参
画
セ
ン

タ
ー

内 

音
声
入
力
体
験
、
動
画
作
成
講
習
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
体
験
、
画
像
編
集
講

習
、
講
演
会
『
読
ま
れ
る
広
報
誌

づ
く
り
』
な
ど

問 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
い
ぶ

り
・
浦
崎
さ
ん
（
☎
090

－

3
6
8

4

－

5
8
4
3
）

　

初
夏
の
花
の
観
察
と
健
康
増
進
を

兼
ね
た
、
橘
湖
周
辺
で
の
自
然
探
勝

会
で
す
。

時
6
月
21
日
㈯
10
時
〜
13
時

所
カ
ル
ル
ス
温
泉
駐
車
場

定
30
人
（
申
し
込
み
順
）

持 

昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
手
袋
、

雨
具
、
歩
き
や
す
い
靴

申 

6
月
20
日
㈮
ま
で
に
一
般
財
団
法

人
自
然
公
園
財
団
登
別
支
部
（
☎

84
3
1
4
1
）

時 

内
①
6
月
7
日
㈯
10
時
・
8
0
2

0
座
談
会
、
12
時
・
親
と
子
の
よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
15
時
・
ポ

ス
タ
ー
展
示
、
②
8
日
㈰
10
時
〜

16
時
・
歯
の
健
康
教
室
、
歯
科
相

談
、
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
フ
ッ

化
物
塗
布
、
紙
芝
居
、
展
示
な
ど

所
室
蘭
市
市
民
会
館

問
室
蘭
歯
科
医
師
会

 

（
☎
43
3
5
2
2
）

市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

柳や
な
ぎ

家や

三さ
ん

之の

助す
け

落
語
会
in
登

イ
ン

別

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う

橘
湖
の
自
然
探
勝
会

歯
と
口
の
健
康
週
間
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今月の新着図書
市立図書館
☎854324

※ 図書館では、毎月購入している本の全リストを
差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 申し込み・問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10：00～16：00

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝

発見

ゆずります（売ります）

●ひな人形（ガラスケース入り）●ひな人形（ 7段）●マージャンパ
イ●座卓（120×75㌢㍍）●碁盤●机（木製）●ワープロ●白菊幼稚
園女子制服（帽子・スカート・ブレザー110㌢㍍)●健康器具●書道用
半紙1000枚●水槽（45×90×45㌢㍍ )●１人掛け椅子（ 5脚）●スキ
ー道具（スキー170㌢㍍、ストック、靴）●洋裁用ボディ（Ｍ、Ｌ）
●瀬戸火鉢（40㌢㍍四方）●女子用自転車（18㌅、補助輪付き）

ゆずってください（買います）

●ワープロ●ランプ（灯油用）●鉄瓶●ベビーチェア●風呂釜（灯油
用）●白菊幼稚園制服（Ｔシャツ・短パン110～120㌢㍍）●白菊幼稚
園制服（白ブラウス110～120㌢㍍）●自在かぎ●アコースティックギ
ター●クラシック音楽オルゴール

私に似た人

こどもたちへ

貫
ぬく

井
い

　徳
とく

郎
ろう

 著

まど みちお 文

　小規模なテロが頻発するよう
になった日本。テロに走る者、
テロリストを憎悪する者…。彼
らの心象と日常のドラマを精巧
に描く。

　童謡『ぞうさん』で知られる
詩人、まど・みちおが母校のこ
どもたちに宛てて送った手紙。
大切なことを子どもに伝えるの
が自分の役目と、詩を書き続け
た詩人の魂の言葉。

◇三谷幸喜のありふれた生活（12）とび 三
み

谷
たに

　幸
こう

喜
き

 著
◇ただ一人の幻影 森

もり

村
むら

　誠
せい

一
いち

 著
◇タックスヘイヴン 橘

たちばな

　　　玲
あきら

 著

◇だいすきなおばあちゃん 日
ひ

野
の

原
はら

重
しげ

明
あき

 文　岡
おか

田
だ

 千
ち

晶
あき

 絵
◇魔女カフェのしあわせメニュー あんびる やすこ 作・絵
◇「おもてなし」の大研究 柴

しば

崎
ざき

　直
なお

人
と

 監修

「
ア
イ
ク
ス
㈱
の
社
名
に
は
愛

を
尽
く
す
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
社
長
の
井い

の

上う
え

猛た
け
し

さ
ん
。
「
仕
事
に
愛
着
を
持

ち
、
妥
協
を
許
さ
な
い
技
術
者
集

団
を
目
指
し
ま
し
た
」
と
創
業
時

の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

同
社
は
通
信
機
器
・
航
空
電
子

機
器
・
自
動
車
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、

先
端
分
野
の
金
型
製
作
を
得
意
と

し
て
い
ま
す
。
現
在
の
主
力
産
品

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
接
続
部
品

の
金
型
で
す
。

井
上
さ
ん
は
金
型
製
作
の
黎
明

期
で
あ
る
昭
和
40
年
代
に
京
都
で

技
術
を
習
得
し
、
平
成
2
年
に
仲

間
と
共
に
首
都
圏
で
会
社
を
設
立
。

道
内
の
市
町
村
が
企
業
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
て
お
り
、
技
術
者
の

育
成
が
急
務
だ
っ
た
当
時
、
技
術

者
の
養
成
に
手
腕
を
発
揮
し
て
い

た
井
上
さ
ん
に
、
北
海
道
の
若
者

を
一
人
前
に
育
て
て
ほ
し
い
と
の

依
頼
が
入
り
ま
し
た
。

技
術
者
の
養
成
を
進
め
る
中
、

研
修
生
と
絆
が
深
ま
り
「
こ
の
若

者
た
ち
と
一
緒
に
仕
事
を
し
た
い
」

と
、
井
上
さ
ん
は
平
成
3
年
に
研

修
生
た
ち
を
引
き
連
れ
、
本
社
工

場
を
登
別
市
に
移
転
し
ま
す
。

同
社
は
現
在
も
市
内
を
中
心
に

道
内
の
若
者
を
採
用
し
、
技
術
指

導
を
し
て
い
ま
す
。
「
製
品
の
注

文
は
多
く
が
道
外
か
ら
で
す
が
、

人
づ
く
り
は
地
元
が
中
心
で
す
」

と
井
上
さ
ん
は
決
意
を
語
り
ま
す
。

【沿革】
平成元年　創業
平成 2年　アイクス株式会社設立
【アイクス株式会社】
所 在 地　栄町 3丁目 3－ 4
電話番号　86０２２６
事業内容　精密プラスチック金型の設計製作

など

企業編⑭　アイクス㈱
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 　思85 7 6 7 4

鬼
の
顔
と
温
泉
マ
ー
ク
の
花
壇
で
歓
迎
ム
ー
ド

ま
き
ス
ト
ー
ブ
で
町
内
会
活
動

野
外
パ
ー
テ
ィ
ー
で
地
域
づ
く
り

店
舗
跡
を
活
用
し
た
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　

道
央
自
動
車
道
登
別
東
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
前
の
花
壇
に
、
登
別
温
泉

地
区
連
合
町
内
会
と
登
別
観
光
協
会

の
皆
さ
ん
が
黄
色
や
紫
な
ど
の
パ
ン

ジ
ー
1
千
600
株
で
、
今
年
は
温
泉
マ

ー
ク
の
横
に
登
別
を
象
徴
す
る
鬼
の

顔
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
花
壇
を
つ
く
り

ま
し
た
。

　

7
月
上
旬
に
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

に
植
え
替
え
、
季
節
の
花
で
訪
れ
る

観
光
客
を
歓
迎
し
ま
す
。

　

新
栄
町
内
会
集
会
所
で
は
、
平
成

7
年
の
建
設
時
か
ら
ま
き
ス
ト
ー
ブ

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

燃
料
は
、
町
内
会
に
加
入
し
て
い

る
企
業
か
ら
廃
材
の
提
供
を
受
け
て

お
り
、
燃
料
費
の
節
約
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
会
役
員
会
や

懇
親
会
で
の
調
理
に
も
利
用
し
て
い

る
ほ
か
、
一
昨
年
の
大
規
模
停
電
時

に
は
ま
き
ス
ト
ー
ブ
が
大
変
役
立
ち

ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
『
野
外
交
流
会
』
に

は
100
人
を
超
え
る
会
員
が
参
加
し
、

婦
人
部
が
数
日
前
か
ら
準
備
を
し
て

い
た
焼
き
鳥
や
焼
き
そ
ば
を
食
べ
た

り
、
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
と
、
地
域

住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
家
族
団
ら

ん
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
参
加
者

は
料
理
を
片
手
に
談
笑
し
、
楽
し
く

充
実
し
た
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

　

廃
業
し
た
店
舗
を
活
用
し
て
、
町

会
の
『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
花
園
』
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
内
に
は
、
町
会

の
方
が
持
ち
寄
っ
た
本
や
町
会
の
活

動
ア
ル
バ
ム
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

祝
日
以
外
は
年
中
開
放
し
、
か
ろ

や
か
体
操
、
お
菓
子
づ
く
り
、
ビ
デ

オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
催
し
を
行
い
、

世
代
を
超
え
た
方
が
集
う
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

登
別
温
泉
地
区
連
合
町
内
会

 

会
長　

須す

賀が　

武た
け

郎ろ
う　

　

新
栄
町
内
会

 

会
長　

竹た
け

中な
か　

脩の
ぶ

嚴よ
し　

　

南
千
歳
町
内
会

 

会
長　

畠は
た
け

山や
ま　

重し
げ

信の
ぶ　

　

登
別
本
町
2
町
会

 

会
長　

畠は
た
け

山や
ま　

憲け
ん

一い
ち　
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白老町 室蘭市 伊達市

人のうごき（平成26年4月末日現在）／人口50,725（＋112）　世帯25,010（＋198）　（　）は前月比
発行・編集／登別市総務部企画調整グループ　〒 059 － 8701 登別市中央町 6 － 11 ☎ 0143 85 6586 思 0143 85 1108
ホームページ：http://www.city.noboribetsu.lg.jp　Ｅメール：pr@city.noboribetsu.lg.jp

登別市　facebook 検索

　意外と知られていない市内の
オススメスポット情報や季節の
イベント情報、まちの話題など
をお届けしています！
ぜひご覧ください♪

https://www.facebook.com/
noboribetsu.city

QRコードや
ウェブでアクセス

いいね！いいね！

市の　　　　　　　　  ページでタイムリーな情報を発信中！facebook
▼市からのお知らせ特大号『防災』　　

　6月26日㈭　17時30分～（予定）

▼市からのお知らせ　　
　月・木曜日（１日2回）7時57分、17時51分

周波数84.2メガヘルツ
室蘭まちづくり放送㈱（☎84１６６２）

問い合わせ
企画調整グループ（☎85６５８６）

　『のぼまが』に登録すると、市内の
おでかけ情報などが月に１度メールで
配信されます。

▼登録方法　nobomaga@ml.nishi-i
　buri.jpにメールを送り、
　自動返信されるメール
　に記載されているURL
　をクリックしてくださ
　い

　伊達市出身で第56回岸田國士戯曲
賞を受賞した藤

ふじ

田
た

貴
たか

大
ひろ

さん主宰『劇
団マームとジプシー』の公演です。

▼  日時　 6月28日㈯14時・18時、29
日㈰14時

▼  場所　だて歴史の杜カルチャーセ
ンター

▼  入場料（全席自由）　2,500円（高校
生以下1,000円、当日券は一般の
み500円増）

※未就学児の入場はご遠慮ください。

▼  問い合わせ　ＮＰＯ法人伊達メセ
ナ協会（☎ 0 1 4 2 ㉒ 1 5 1 5 ）

町制施行60周年記念演奏会 『Λ
ラムダ

Λ
ラムダ

Λ
ラムダ

かえりの合図、
まってた食卓、そこ、きっと…』

　町制施行60周年を記念して、町内
の吹奏楽団体と陸上自衛隊第 7音楽
隊による演奏会を開催します。

▼  日時　 6月15日㈰　開場14時、開
演14時30分

▼場所　白老町中央公民館

▼  参加団体　白翔中学校吹奏楽部、
白老中学校吹奏楽部、白老東高校
吹奏楽局、北海道栄高校吹奏楽部、
白老吹奏楽団、陸上自衛隊第 7音
楽隊

▼問い合わせ　白老町総務課
 （☎ 0 1 4 4 82 4 2 7 7 ）

市立室蘭水族館の催し

◎七夕展生体展示
　 7月 7日の『七夕』にちなんだ名
前の魚を特別水槽に展示します。

▼期間　 6月21日㈯～ 7月 7日㈪
◎ ババガレイ給餌体験と魚のふれあ
い体験（雨天中止）

▼ 日時　 6月から10月までの毎週土
曜日13時30分～14時

▼対象　小学生以下の方

▼  入館料　300円（中学生以下と70
歳以上は無料）

▼問い合わせ　市立室蘭水族館
 （☎㉗ 1 6 3 8 ）


